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 伊勢市ボランティアセンターでは、福祉教育の一環として市内の小・中・高等学校において 

高齢者疑似体験、車椅子体験、アイマスク（視覚障がい者）体験、ユニバーサルデザイン学習 

等を通じて、福祉に対する理解と関心を深めながら、すべての人を個人として尊重し、思いや

りの心を持って助け合う態度を育んでいます。そこで今回は、昨年 11月に実施した『福祉教育 

支援ボランティア養成講座』を受講後、私たちと一緒に福祉教育のお手伝いをしていただいて

いるボランティアさんの取り組みを紹介します。 
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～福祉教育支援ボランティアの皆さん～ 
                              Q1.ボランティア活動に参加したきっかけは？ 

                          ・養成講座を受講し福祉教育の大切さを 

                          実感したから。（高木さん） 

                       ・自分の地域で地域の子供たちとふれあい 

                        ながらできる活動なので。（荒木さん） 

                       ・子供たちが好きで、何より、私自身の 

                        学びにもなるので。（相可さん） 

                       ・子供たちの教育に、こんな私でもお役に 

                        立てるのであればと思い参加させていた 

                        だきました。（稲葉さん） 

（左から高木さん、荒木さん、相可さん、稲葉さん） 

Q2.実際にボランティア活動に参加してみての感想、今後の抱負等をお聞かせください。 

  ・今後もできる範囲で子供たちの為に継続していきたいと思います。（高木さん） 

  ・地域の子供たちと関わりながらボランティア活動できるのは本当に楽しいので、続けて 

   いきたいです。（荒木さん） 

  ・実際に参加してみると楽しく、何より子供たちと共に学びあえるボランティア活動なの 

   で今後も継続していきたいと思います。（相可さん） 

  ・自分の地域の顔なじみの子供たちや学校と、この活動を通じて今まで以上につながって 

   いければと思います。地域でできるボランティア活動なので、今後も続けていきたいで 

   す。（稲葉さん） 

    福祉教育はかつて学校や社会福祉協議会を中心に行われてきましたが、近年 

    は学校や社協のみならず地域においての福祉教育への期待が高まっています。 

    今後もぜひ次世代を担う子供たちの為に福祉教育支援にご協力願います!(^^)! 

 

 

 

 


